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一　

問
題

　

学
習
者
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
と
す
る
の
は
、
ど
ん
な
学
習

の
力
や
リ
テ
ラ
シ
ー
（literacy: 

識
字
能
力
）
か
。
ま
た
、
現
代

生
活
で
特
に
必
要
と
す
る
新
た
な
リ
テ
ラ
シ
ー
は
何
か
。
実
際
、

生
涯
に
わ
た
る
人
間
の
発
達
や
生
活
の
な
か
で
、
成
長
や
生
活
に

必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー
や
学
習
の
力
は
変
化
す
る
。
こ
う
し
た
リ
テ

ラ
シ
ー
の
機
能
と
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
教
育
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
課
題
に
つ
い
て
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は
、

成
人
の
知
識
と
技
能
の
水
準
を
国
際
的
に
調
査
し
比
較
分
析
す
る

た
め
、
各
国
の
現
状
を
共
通
指
標
で
示
す
国
際
成
人
リ
テ
ラ
シ
ー

調
査
（International A

dult Literacy Survey: 

略
称
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
）

を
構
想
し
、
各
国
政
府
の
協
力
の
も
と
に
、
カ
ナ
ダ
統
計
局
と
共

同
で
一
九
九
四
年
か
ら
開
始
し
そ
の
結
果
を
一
九
九
七
年
一
二
月

論
文

成
人
学
習
の
マ
タ
イ
効
果
に
関
す
る
考
察

立
田　

慶
裕

　

生
涯
に
わ
た
る
成
人
の
発
達
の
な
か
で
、
成
長
や
生
活
に
必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー
や
学
習
の
力
は
、
生
活
環
境
や
職
業
環
境
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る
。
そ

の
変
化
に
学
歴
や
職
業
が
大
き
く
影
響
し
、
学
習
機
会
の
格
差
を
拡
げ
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（O

ECD

）

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
﹁
国
際
成
人
リ
テ
ラ
シ
ー
調
査
﹂（IA

LS

）
の
動
向
を
追
い
、
そ
の
結
果
の
検
討
か
ら
、
成
人
の
学
習
機
会
の
格
差
が
な
ぜ
生
じ
る
の

か
、
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
、
機
会
の
格
差
を
生
む
要
因
を
考
え
る
。

要　
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に
公
表
し
た
。
こ
の
第
一
回
調
査
に
は
、
世
界
一
二
カ
国
が
参
加

し
、
以
後
三
回
に
わ
た
る
調
査
で
計
二
四
カ
国
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
調

査
に
は
日
本
や
中
国
を
含
め
五
カ
国
が
参
加
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｉ

Ａ
Ｌ
Ｓ
の
調
査
成
果
を
踏
ま
え
、
成
人
リ
テ
ラ
シ
ー
と
ラ
イ
フ
ス

キ
ル
調
査
（A

dult Literacy and Life skill Survey: 

略
称
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｓ
）
が
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
一
五
カ
国
以
上
で
実

施
さ
れ
、
そ
の
成
果
報
告
が
な
さ
れ
始
め
た
。

　

筆
者
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て
、
こ
の
Ｉ
Ａ
Ｌ

Ｓ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
に
参
加
し
、
そ
の
成
果
の
と
り
ま
と
め
を

当
時
の
国
立
教
育
研
究
所
で
行
っ
た
（
国
立
教
育
研
究
所
﹃
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
国
際
成
人
リ
テ
ラ
シ
ー
調
査
に
対
応
し
た
成
人
学
習
調
査
に
関
す

る
研
究
﹄
一
九
九
八
年
）。
そ
の
際
に
行
っ
た
研
究
会
で
は
、
調
査

の
分
析
を
踏
ま
え
、
日
本
に
お
け
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
課
題
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

第
一
は
、
現
代
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
が
何
か
で

あ
る
。
現
代
社
会
の
成
人
の
生
活
や
発
達
に
お
い
て
、
必
要
と
さ

れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
技
能
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
調
査

も
ま
た
そ
う
し
た
リ
テ
ラ
シ
ー
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
能
力
は
職
業
機
会
に
よ

っ
て
変
化
す
る
。
実
際
、
今
回
の
調
査
項
目
の
中
で
は
、
図
表
の

読
み
と
り
や
計
算
能
力
は
、
事
務
従
事
者
や
サ
ー
ビ
ス
職
従
事
者

の
方
に
高
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
将
来
的
に
新

た
な
職
業
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
そ
う
し
た
能
力
に
応
じ

た
教
育
訓
練
が
ど
こ
で
な
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

多
く
の
職
場
に
潜
在
的
失
業
者
が
存
在
し
、
現
在
雇
用
さ
れ
て
い

て
も
将
来
失
業
の
可
能
性
が
あ
る
予
備
軍
に
つ
い
て
の
研
究
が
必

要
と
な
る
。
第
三
は
、
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き
る
人
間

と
そ
う
で
な
い
人
間
の
相
違
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
育
歴
だ
け

で
な
く
、
学
習
歴
を
含
め
た
﹁
生
涯
学
習
﹂
を
行
う
人
と
、
そ
う

で
な
い
人
と
の
差
異
が
あ
る
と
す
れ
ば
、生
涯
学
習
を
行
う
人
と
、

そ
う
で
な
い
人
と
の
間
に
、
多
様
な
リ
テ
ラ
シ
ー
の
格
差
が
生
じ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、
今
回
の
調
査

結
果
に
お
い
て
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
活
動
に
熱
心
な
中
年
女
性
の
高

い
文
章
読
解
力
と
、
仕
事
に
か
け
る
中
年
男
性
の
計
算
能
力
の
差

異
に
そ
う
し
た
リ
テ
ラ
シ
ー
の
格
差
が
現
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。（
国
立
教
育
研
究
所
、
一
九
九
八
、
八
四
～
八
五
頁
）

　

つ
ま
り
、
学
校
卒
業
後
も
、
成
人
が
ど
の
よ
う
な
職
業
に
つ
く

か
に
よ
っ
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
学
習
活
動
を
継
続
し
て
い
く
か

に
よ
っ
て
、
成
人
の
学
習
能
力
や
リ
テ
ラ
シ
ー
は
著
し
く
変
化
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
各
国

の
調
査
結
果
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
日
本
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

調
査
で
も
あ
る
程
度
そ
の
兆
し
が
み
ら
れ
て
い
た
。
本
論
は
、
こ

の
学
習
者
の
間
に
リ
テ
ラ
シ
ー
の
格
差
が
な
ぜ
生
じ
る
の
か
、
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。
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リ
テ
ラ
シ
ー
の
変
化
は
何
が
原
因
で
起
こ
り
、
ど
の
よ
う
な
結

果
を
成
人
の
生
活
に
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に

関
し
て
、
近
年
、
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
が

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
成
人
学
習
担
当
部
局
よ
り
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
日
本
の
成
人
学
習
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
調
査
結

果
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

第
一
は
、Beyond R

hetoric: A
dult Learning Policies 

and Practice

（O
ECD

, 2003
）
と
題
す
る
報
告
書
で
あ
り
、
第

二
の
報
告
書
が
﹃
世
界
の
生
涯
学
習
﹄（Prom
oting A

dult 
Learning, O

ECD
, 2004. 

明
石
書
店
、
二
〇
〇
七
年
邦
訳
刊
行
予
定
）

で
あ
り
、
こ
れ
は
前
記
報
告
書
の
結
果
に
加
え
て
、
他
の
国
際
調

査
や
各
国
の
調
査
結
果
を
比
較
し
、
政
策
的
課
題
を
中
心
に
社
会

学
的
、
経
済
学
的
な
視
点
か
ら
詳
細
な
分
析
に
よ
り
考
察
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
継
続
調
査
と
し

て
期
待
さ
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
の
最
初
の
報
告
書
と
し
て
、Learning 

a L
iving: First R

esults of the A
dult L

itearcy and L
ife 

Skills Survey

（O
ECD

, 2005

）
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

本
論
で
は
、
こ
の
第
一
報
告
書
を
中
心
と
し
て
、
成
人
の
学
習

機
会
に
及
ぶ
多
様
な
要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。
だ
が
、
そ
の
ま
え
に
、
こ
れ
ら
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
成
人
学
習
調
査

の
文
脈
と
動
向
、
お
よ
び
そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
果
の
概
要
を
説
明

す
る
。

二　

国
際
成
人
リ
テ
ラ
シ
ー
調
査
の
動
向

　

成
人
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
測
定
す
る
国
際
調
査
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
次
の
二
つ
の
代
表
的
調
査
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
カ
ナ
ダ
統
計

局
お
よ
び
Ｅ
Ｔ
Ｓ
（Education T

esting Service

）
の
協
力
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
踏
ま
え
た
新

た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
二
〇
〇
二
年
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、

新
た
な
﹁
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petency

）﹂
概
念
が
提
供
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

１　

 

国
際
成
人
リ
テ
ラ
シ
ー
調
査
︵
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
︶

（
１
）
調
査
の
概
要

　

多
様
な
メ
デ
ィ
ア
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
、
読
み
書
き
算
だ
け

で
な
い
成
人
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が
個
人
の
自
己
実
現
や
社
会
の
発
展

に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
視
点
か

ら
、
か
つ
て
の
３
R's
（
読
み
書
き
算
）
の
技
能
の
習
得
状
況
に
つ

い
て
の
調
査
だ
け
で
な
く
、
総
合
的
な
生
活
ス
キ
ル
と
し
て
の
機

能
的
な
リ
テ
ラ
シ
ー
の
調
査
が
国
際
的
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
動
向
を
ふ
ま
え
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

は
カ
ナ
ダ
統
計
局
と
共
同
で
、
国
際
的
な
成
人
の
知
識
と
技
能
水
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準
を
調
査
し
比
較
分
析
す
る
た
め
の
国
際
成
人
リ
テ
ラ
シ
ー
調
査

を
第
一
回
（
一
九
九
四
年
）、
第
二
回
（
一
九
九
七
年
～
九
八
年
）

と
実
施
し
て
き
た
。

　

こ
の
調
査
で
は
①
文
章
（prose

）
リ
テ
ラ
シ
ー
、
②
文
書

（docum
ent

）
リ
テ
ラ
シ
ー
、
お
よ
び
③
計
算
リ
テ
ラ
シ
ー

（num
eracy

）
の
三
つ
に
つ
い
て
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
難

解
な
も
の
か
ら
容
易
な
も
の
へ
と
五
段
階
に
分
け
て
分
析
す
る
た

め
、必
要
最
低
限
の
問
題
数
と
な
る
調
査
項
目
を
設
定
し
て
い
る
。

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
リ
テ
ラ
シ
ー
の
調
査
と
さ
れ
る
が
、
文
章
を
書
く
だ

け
で
は
な
く
、図
表
の
よ
う
な
文
書
の
中
で
情
報
を
発
見
し
た
り
、

図
表
の
数
値
を
読
み
取
っ
て
計
算
す
る
と
い
う
形
式
の
設
問
が
多

い
。
つ
ま
り
、
リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
想
定
さ
れ
た
能
力
に
、

locating

（
情
報
発
見
の
力
）、integrating

（
情
報
統
合
の
力
）、

generating

（
与
え
た
文
章
か
ら
情
報
を
生
む
力
）を
含
め
て
お
り
、

文
章
の
読
解
力
だ
け
で
な
く
生
活
に
関
す
る
情
報
収
集
や
統
合
と

生
成
の
技
能
も
含
ん
で
い
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
現
代
に
お
い
て

必
要
と
さ
れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
と
い
う

前
提
が
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
現
代
社
会
の

成
人
の
生
活
や
発
達
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
技

能
が
変
化
し
、
単
な
る
読
み
書
き
算
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
を
自

由
に
取
り
扱
う
能
力
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
も
あ

る
。

（
２
）
参
加
国

　

ラ
ウ
ン
ド
１
（
一
九
九
四
：
カ
ナ
ダ
、
米
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン

ダ
）

　

ラ
ウ
ン
ド
２
（
一
九
九
六
：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
英
国
）

　

ラ
ウ
ン
ド
３
（
一
九
九
八
：
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
チ
リ
、
ス
イ
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
）

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
（
マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
、
日
本
、
ベ
ル
ギ
ー
、

バ
ヌ
ア
ツ
）

２　

 

成
人
の
リ
テ
ラ
シ
ー
と
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
調
査
︵
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
︶

（
１
）
調
査
の
概
要

　

本
調
査
も
ま
た
、
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
同
様
、
成
人
技
能
と
識
字
の
国
際

比
較
を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
り
、
調
査
の
手
法
も
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
と

同
様
の
方
法
を
と
り
、
世
帯
単
位
の
面
接
調
査
を
基
礎
と
し
て
い

る
。
こ
の
調
査
の
特
色
は
、
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
共
通
す
る
部
分
と
し
て

文
章
リ
テ
ラ
シ
ー
、
文
書
リ
テ
ラ
シ
ー
、
計
算
リ
テ
ラ
シ
ー
の
三

つ
を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に
新
た
な
能
力
と
し
て
、
問
題
解
決
能
力

（Problem
 Solving

）
と
行
動
学
的
手
法
に
よ
っ
て
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
（T

eam
w

ork: 

他
者
と
協
働
で
働
け
る
力
）
と
情
報
活
用
能
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力
（Inform

ation Com
m

unication T
echnology

）
を
加
え
た
点

で
あ
る
。

（
２
）
参
加
国

　

第
１
ラ
ウ
ン
ド
（
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二
：
本
調
査
：
カ
ナ
ダ
、

米
国
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
：
中
国
、
メ
キ
シ
コ
）

　

第
２
ラ
ウ
ン
ド
（
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
八
：
一
五
カ
国
が
参
加
予

定
。
二
〇
〇
三
：
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
、
ス

イ
ス
、
メ
キ
シ
コ
。
二
〇
〇
四
：
韓
国
、
二
〇
〇
五
：
パ
イ
ロ
ッ
ト
調

査
：
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
［
検
討
中
の
国
と
し
て
、
チ
ェ
コ
、
ロ
シ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド

リ
ッ
ド
地
域
、
中
国
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
他
、
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
諸
国
が

Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
へ
の
参
加
を
予
定
］）。

３　

 

能
力
の
定
義
と
選
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵D

eS
eC
o

︶

　

上
記
の
調
査
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
Ｉ
Ａ
Ｌ

Ｓ
や
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
、
生
徒
の
国
際
学
習
到
達
度
調
査
（ Program

m
e 

for International Student A
ssessm

ent: 

略
称
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
な
ど

の
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
こ
れ
ま
で
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
国

際
調
査
研
究
を
理
論
的
概
念
的
に
総
括
整
理
し
、
そ
こ
に
共
通
す

る
つ
な
が
り
や
概
念
を
ま
と
め
る
た
め
、
一
九
九
七
年
の
一
二
月

に
、﹁
能
力
の
定
義
と
選
択
：
理
論
的
概
念
的
基
礎
﹂（D

efinition 

and Selection of Com
petencies; T

heoretical and Conceptual 
Foundations: 

略
称D

eSeCo

）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

今
後
の
社
会
で
個
人
の
基
礎
と
な
る
能
力
の
統
計
的
指
標
を
継
続

的
に
開
発
し
、
鍵
と
な
る
能
力
（key com

petencies: 

キ
ー
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
を
定
義
し
選
択
す
る
た
め
の
理
論
的
概
念
的
基

礎
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ス
イ
ス
統
計
局
が
中
心
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
教
育
統
計
セ

ン
タ
ー
、
カ
ナ
ダ
統
計
局
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
局
か
ら
構
成
さ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
教
育
、
産
業
、
労
働
、
健
康
な
ど
の
分
野
か

ら
広
く
専
門
家
を
迎
え
て
四
年
間
（
一
九
九
八
年
～
二
〇
〇
二
年
）

行
わ
れ
、
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
二
冊
の
報
告
書
が
成
果
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
。
同
時
に
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加

盟
国
の
な
か
で
、
各
国
間
協
議
の
プ
ロ
セ
ス
（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
が
組
織

さ
れ
、
一
二
カ
国
が
レ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
た
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
米
国
）。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
、
二
〇
〇
二
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教

育
委
員
会
お
よ
び
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
（
教
育
研
究
革
新
セ
ン
タ
ー
）
の
理

事
会
で
発
表
さ
れ
、
国
際
的
に
比
較
可
能
な
指
標
調
査
へ
の
長
期

的
戦
略
開
発
の
基
礎
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
理
論
的
な
洞
察

は
、
国
際
調
査
の
強
固
な
理
論
的
土
台
と
な
り
、
新
し
い
領
域
の
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能
力
概
念
と
し
て
の
﹁
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
﹂（com

petence

）
が
将

来
の
国
際
比
較
調
査
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
新

た
な
統
計
的
指
標
が
若
者
や
成
人
の
た
め
に
開
発
さ
れ
る
べ
き
だ

と
い
う
合
意
を
得
た
。

　

こ
の
成
果
と
し
て
重
要
な
点
は
、
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
や
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
、
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
の
測
定
対
象
と
し
て
き
た
リ
テ
ラ
シ
ー
の
基
礎
と
な
る
能

力
概
念
が
検
討
さ
れ
、
各
国
間
や
専
門
的
な
学
問
、
お
よ
び
各
国

の
行
政
領
域
で
の
合
意
を
得
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
。
そ
の
基
礎

的
能
力
概
念
で
あ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て

い
る
。コ

ン
ピ
テ
ン
ス
の
基
礎
と
な
る
モ
デ
ル
は
、
全
体
的
で
動
的
な
も

の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
複
雑
な
需
要
、
心
理
社
会
的
に
不
可

欠
な
も
の（
認
知
的
で
、
動
機
づ
け
と
な
り
、
倫
理
的
で
意
志
的
、

お
よ
び
社
会
的
な
要
素
）、
高
い
実
行
能
力
と
効
果
的
な
行
動
を

可
能
に
す
る
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
文
脈
と
を
組
み
合
わ
せ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
は
行
為
と
背
景
の
そ
れ

ぞ
れ
に
別
個
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
、
そ
れ
は

需
要
へ
の
関
わ
り
の
中
で
概
念
化
さ
れ
、
ま
た
特
定
の
場
面
に
お

け
る
個
人
の
行
為
（
意
志
、
理
由
、
目
標
も
含
む
）
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
て
い
く
。﹂（
ラ
イ
チ
ェ
ン
他
、
六
九
頁
）

コ
ン
ピ
テ
ン
ス
を
持
つ
こ
と
は
、
構
成
要
素
の
資
源
を
持
つ
こ
と

の
み
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
資
源
を
ふ
さ
わ
し

い
時
、
複
合
的
な
場
面
で
適
切
に
﹁
動
員
し
﹂（m

obilize

）、﹁
組

み
合
わ
せ
る
﹂（orchestrate

）
能
力
を
含
ん
で
い
る
。（
同
前
、

六
七
～
六
八
頁
）

　

こ
う
し
て
、
個
人
の
幸
福
と
社
会
の
維
持
的
発
展
に
貢
献
で
き

る
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
し
て
次
の
三
つ
が
提
示
さ
れ
た
。

複
数
の
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
集
合
と
し
て
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
考
え

ら
れ
、
そ
れ
が
生
活
や
学
習
の
﹁
鍵
﹂
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

（
ⅰ
）
自
律
的
に
活
動
で
き
る
力
（A

cting autonom
ously

）

（
ⅱ
） 

相
互
作
用
的
に
道
具
を
使
う
力
（U

sing tools interactively

）

（
ⅲ
） 

社
会
的
に
異
質
な
集
団
で
交
流
す
る
力
（Functioning in 

socially heterogeneous groups

）

三　

国
際
成
人
リ
テ
ラ
シ
ー
調
査
の
意
義

　

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
そ
れ
に
続
く
成
人
リ
テ
ラ
シ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
か
ら
、
成
人
の
学
習
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
重
要
な
事
実
が

次
々
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

１　
 ﹁

高
い
リ
テ
ラ
シ
ー
を
習
得
す
る
ほ
ど
、
社
会
的
・
経

済
的
収
入
は
向
上
す
る
﹂

　

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
、
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
含
む
国
際
調
査
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か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
、
カ
ナ
ダ
統
計
局
の
ス
コ
ッ
ト
・
マ
レ
ー

は
、D

eSeCo

の
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
﹃
キ
ー
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
﹄
に
う
ま
く
ま
と
め
て
い
る
。
彼
は
、
学
校
段
階

に
限
ら
ず
、
成
人
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
格
差
が
各
国
と
も
共
通
に
み

ら
れ
、
人
々
の
社
会
的
地
位
や
経
済
的
収
入
が
認
知
的
能
力
の
水

準
や
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
さ
と
関
係
す
る
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を

行
っ
た
。

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
お
よ
び
非
加
盟
国
の
両
方
に
お

い
て
、
一
連
の
特
別
な
政
策
的
関
心
事
や
優
先
事
項
に
対
応
す
る

よ
う
に
計
画
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
事
例
は
今
日
ま
で
変
化
し
て
い

な
い
。
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
背
後
に
あ
る
思
想
は
、
あ
る
面
、
経
済
政
策

の
立
案
者
に
生
涯
に
わ
た
る
教
育
と
学
習
の
重
要
性
を
示
す
こ
と

で
あ
っ
た
。
他
面
、
こ
の
調
査
は
、
あ
る
人
が
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持

っ
て
い
る
か
持
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
あ
り
が
ち
な
二
分
法
的
条

件
設
定
へ
の
挑
戦
を
め
ざ
し
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
リ
テ
ラ
シ
ー

が
連
続
的
な
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
る
場
合
、
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
デ
ー

タ
は
、
社
会
的
地
位
や
経
済
的
収
入
の
区
分
が
認
知
的
能
力
の
水

準
に
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
明
白
に
実
証
す
る
。

個
々
人
が
か
つ
て
識
字
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た

頃
よ
り
も
、
高
い
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
た
人
々
ほ
ど
収
入
が

確
実
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
が
技
能
の

レ
ベ
ル
や
経
済
的
・
社
会
的
発
展
の
レ
ベ
ル
に
関
係
な
く
、
誰
に

と
っ
て
も
重
要
な
関
心
事
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。（
ラ
イ

チ
ェ
ン
他
、
一
五
四
頁
）

　

２　

 ﹁
賃
金
格
差
の
三
三
％
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
に
よ
っ
て
説

明
さ
れ
る
﹂

　

つ
ま
り
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
、
社
会
的
に
は
各
国
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力

の
レ
ベ
ル
や
分
布
を
明
ら
か
に
し
、
各
国
間
の
比
較
調
査
や
国
内

調
査
で
認
め
ら
れ
る
能
力
の
成
果
に
影
響
す
る
社
会
的
・
経
済
的

要
因
を
明
確
に
す
る
と
い
う
役
割
を
持
ち
、
さ
ら
に
同
時
に
、
各

国
の
学
習
者
個
々
人
に
と
っ
て
の
意
義
と
し
て
、
各
世
代
や
人
生

の
各
年
齢
段
階
で
の
個
人
の
経
済
的
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
た
。

　

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
﹁
経
済
発
展
﹂、﹁
生
産
性
向
上
﹂、﹁
技
術
革
新
﹂

へ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
リ

テ
ラ
シ
ー
能
力
の
不
足
が
阻
害
要
因
と
な
る
領
域
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
さ
ら
に
、
低
い
リ
テ
ラ
シ

ー
能
力
が
、
国
民
の
特
定
層
の
公
正
で
十
分
な
社
会
参
加
を
ど
の

程
度
妨
げ
て
い
る
か
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
。

　

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
分
析
は
、
就
業
率
や
雇
用
の
期
間
と
安
定
性
、
失

業
の
発
生
率
と
失
業
の
期
間
、
賃
金
の
向
上
率
、
お
よ
び
福
祉
手

当
の
発
生
率
な
ど
へ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
重
要
な
影
響
を
論
じ
て
い

る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、﹁
リ
テ
ラ
シ
ー
が
労
働
市
場
に
重
要
な
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役
割
を
果
た
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
数
カ
国
の
賃
金
格
差
の
三

三
％
ま
で
が
リ
テ
ラ
シ
ー
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
﹂
と
し
た
（
ラ

イ
チ
ェ
ン
他
、
一
五
四
～
一
五
五
頁
）。

　

３　
﹁
成
人
の
学
習
機
会
に
は
著
し
い
格
差
が
あ
る
﹂

　

リ
テ
ラ
シ
ー
の
影
響
に
つ
い
て
、
特
に
成
人
学
習
の
機
会
に
的

を
絞
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書
がBeyond R

hetoric

で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
で
は
、
成
人
の
学
習
機
会
を
増
大
さ
せ
る
必
要
性
と

い
う
観
点
か
ら
、
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
い
る
。
し

か
し
、﹁
国
や
状
況
に
よ
っ
て
、
成
人
の
学
習
機
会
は
基
礎
技
能

の
修
得
や
技
能
向
上
の
必
要
性
な
ど
雇
用
に
関
連
し
て
い
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
社
会
や
市
民
の
欲
求
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
成
人
の
学
習
機
会
が
ど
の
程

度
提
供
さ
れ
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
は
国
に
よ
っ

て
著
し
い
格
差
が
あ
る
﹂（O
ECD

, 2003, p.8

）
と
い
う
。

　

本
報
告
書
で
の
成
人
学
習
の
概
念
は
、﹁
生
涯
学
習
の
観
点
か

ら
見
た
一
般
的
訓
練
、
職
業
訓
練
、
企
業
内
訓
練
な
ど
、
職
業
的

ま
た
は
個
人
的
理
由
に
よ
っ
て
成
人
が
受
け
る
全
て
の
教
育
・
訓

練
活
動
を
包
含
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
に
参
加
し
た
九
つ
の

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
は
、
公
共
・
民
間
セ
ク
タ
ー
、
教
育
機
関
、

企
業
、
商
業
団
体
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）、
そ
の
他
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
組
織
な
ど
に
よ
っ
て
幅
広
い
教
育
・
訓
練
の
機
会
が
提

供
さ
れ
て
い
る
﹂（p.8

）
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
報
告
書
の
主
要
な
結
論
は
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

　

第
一
は
、
成
人
学
習
へ
の
参
加
率
が
国
に
よ
っ
て
大
幅
に
異
な

る
と
い
う
点
で
あ
る
。﹁
北
欧
諸
国
、
英
国
、
ス
イ
ス
、
カ
ナ
ダ

で
は
、
少
な
く
と
も
成
人
の
三
人
に
一
人
が
年
間
を
通
し
て
の
何

ら
か
の
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
（
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
）。
ま
た
、
大
半
の

北
欧
諸
国
と
英
国
で
は
、
少
な
く
と
も
成
人
の
五
人
に
一
人
が
一

ヵ
月
以
上
の
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
（
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ｓ; Eurostat, 

European U
nion Labour Force Survey, 2001

）。
ス
ペ
イ
ン
と

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
参
加
率
は
も
っ
と
低
い
﹂（O

ECD
, 2003, p.38

）。

　

第
二
に
、
成
人
学
習
の
参
加
率
が
、
人
口
集
団
間
で
も
非
常
に

多
様
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。﹁
若
年
成
人
、
高
学
歴
者
、
就
業
者
、

熟
練
技
能
を
要
す
る
職
に
就
い
て
い
る
者
は
、
他
の
者
よ
り
、
学

習
機
会
を
得
る
の
に
有
利
か
、
学
習
機
会
を
得
や
す
い
﹂（Ibid., 

pp.42-54

）。
特
に
、
年
齢
が
重
要
な
要
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
、
成
人
の
学
習
復
帰
率
が
年
齢
と
と
も
に
低
下
し
、

年
齢
が
学
習
の
障
害
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
大

半
の
国
で
、
成
人
学
習
参
加
率
が
最
も
高
い
の
は
二
五
～
二
九
歳

で
あ
る
が
、
五
〇
歳
前
後
ま
で
は
積
極
的
な
参
加
が
続
き
、
そ
の

後
大
幅
に
低
下
す
る
と
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
成
人
学
習
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
の
が
、
特
に
高
学
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歴
者
で
あ
る
と
い
う
点
を
、
本
報
告
書
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
、﹁
高
学
歴
者
は
生
涯
を
通
じ
て
学
習
を
続
け
て
い
る
。

高
学
歴
者
は
、
技
能
向
上
・
再
修
得
の
メ
リ
ッ
ト
と
必
要
性
を
自

覚
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
、
見
返
り
を
受
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
理
由
か
ら
、
学
習
意
欲
も
強
い
。
要
す
る
に
、（
高
学

歴
の
）
学
習
者
は
た
い
て
い
の
場
合
、
既
に
学
習
の
価
値
を
確
信

し
て
い
る
の
で
あ
る
﹂（Ibid., p.8

）
と
い
う
。

　

高
い
学
歴
を
も
つ
者
は
ま
す
ま
す
学
習
の
機
会
を
得
て
、
学
歴

の
低
い
者
は
ま
す
ま
す
学
習
の
機
会
を
失
う
傾
向
が
こ
こ
に
は
み

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
社
会
学
で
は
、
豊
か
な
者
は
ま
す

ま
す
豊
か
に
、
貧
し
い
者
は
ま
す
ま
す
貧
し
く
な
る
と
い
う
マ
タ

イ
伝
の
一
節
か
ら
、
マ
タ
イ
効
果
と
呼
ん
で
い
る
。

　

た
だ
、
こ
の
学
歴
の
マ
タ
イ
効
果
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
同
じ
く
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
分
析
を
行
っ
た
マ
レ
ー
が
疑
問
を
呈

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、﹁
成
人
の
学
習
機
会
へ
の
参
加
は
、
学
校

卒
業
後
多
様
な
変
数
の
影
響
を
受
け
る
﹂
か
ら
で
あ
る
。
年
齢
と

学
歴
、
こ
の
二
つ
は
、
一
方
が
加
齢
に
つ
れ
て
学
習
機
会
の
減
少

と
い
う
影
響
を
も
た
ら
し
、
他
方
で
学
歴
は
学
習
機
会
の
参
加
率

を
高
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
加
齢
が
学
歴
の
マ
タ
イ
効

果
に
さ
ら
に
作
用
し
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
格
差
を
生
む
効
果
は
、
学
歴
や
年
齢
に
よ
る
も
の
だ
け
で
あ

ろ
う
か
。

四　

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
見
る
マ
タ
イ
効
果

　

１　

学
習
機
会
の
格
差
に
影
響
す
る
要
因

　

ま
ず
、Beyond R

hetoric

か
ら
作
成
し
た
図
１
に
示
す
よ
う

に
、
確
か
に
成
人
学
習
へ
の
参
加
率
は
、
学
歴
別
に
大
き
な
差
異

を
示
し
て
い
る
。
学
歴
が
高
い
者
ほ
ど
参
加
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
他
方
、
図
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
今
度
は
逆
に
、

年
齢
別
に
み
た
参
加
率
で
は
、加
齢
に
つ
れ
て
参
加
率
は
低
下
し
、

五
〇
代
を
超
え
る
と
急
激
に
低
下
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
た

だ
こ
こ
で
は
高
齢
の
年
齢
層
ほ
ど
、
社
会
全
体
で
学
校
教
育
の
機

会
が
少
な
い
社
会
に
育
っ
た
世
代
が
多
く
な
る
た
め
、
高
齢
層
ほ

ど
学
歴
の
影
響
を
受
け
て
参
加
率
が
下
が
っ
て
い
く
と
い
う
解
釈

も
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
学
歴
が
高
い
ほ
ど
リ
テ
ラ
シ

ー
の
レ
ベ
ル
も
高
く
な
る
か
ら
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
層
ほ
ど
、

学
習
機
会
へ
の
参
加
率
が
高
く
な
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
。

図
３
に
示
し
た
結
果
は
、
見
事
に
そ
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
リ

テ
ラ
シ
ー
の
高
低
と
参
加
率
の
高
低
は
正
比
例
し
て
い
る
こ
と
が

み
て
と
れ
る
。

　

た
だ
、重
要
な
点
は
、リ
テ
ラ
シ
ー
の
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
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高
学
歴
者
ほ
ど
学
習
機
会
の
豊
か
な
企
業
に
就
職
す
る
可
能
性
も

高
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
図
４
に
は
、
企
業
規
模
別
の
学
習
参
加

率
を
示
し
た
が
、
企
業
規
模
の
大
き
い
ほ
ど
学
習
へ
の
参
加
率
は

高
く
な
っ
て
お
り
、
学
歴
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
企
業
へ

就
職
し
た
か
と
い
う
要
因
が
学
習
へ
の
参
加
率
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、
高
学
歴
者
ほ
ど
リ
テ
ラ
シ
ー
を
必
要

と
す
る
職
場
に
雇
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

日
本
の
調
査
結
果
に
み
た
よ
う
に
、
職
場
で
必
要
と
さ
れ
る
リ
テ

ラ
シ
ー
は
そ
の
レ
ベ
ル
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
一
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図１　学歴別に見た過去1年間の学習への参加率

図２　年齢別に見た過去1年間の学習への参加率
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方
、
リ
テ
ラ
シ
ー
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
な
職
場
で
は
そ
の
レ
ベ

ル
を
日
常
的
に
下
げ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
図
５
は
、
文
章
リ

テ
ラ
シ
ー
の
レ
ベ
ル
別
に
自
分
た
ち
の
読
解
力
が
ど
の
程
度
仕
事

の
機
会
を
制
限
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
か
に
つ
い
て
尋
ね
た
結

果
で
あ
る
が
、
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
の
低
い
人
ほ
ど
読
解
力
の
な

さ
に
よ
る
仕
事
の
機
会
の
喪
失
を
感
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
、二
〇
〇
四
年
の
第
二
報
告
書
で
は
、

一
七
カ
国
に
つ
い
て
成
人
学
習
機
会
へ
の
参
加
率
と
各
種
要
因
の

関
係
を
み
て
い
る
。
そ
の
結
果
で
も
高
学
歴
者
ほ
ど
参
加
率
は
高

く
、
高
齢
層
ほ
ど
低
く
、
企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
高
い
参
加
率

を
得
る
と
い
う
同
様
の
結
果
が
確
か
め
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
性
別
に
み
る
と
男
性
が

必
ず
し
も
高
い
と
は
い
え
ず
国
に
よ
っ
て
女

性
の
参
加
率
が
高
い
国
も
あ
る
し
、
ま
た
就

業
状
況
別
に
み
た
場
合
に
は
、
被
雇
用
者
で

は
な
く
失
業
者
の
方
が
高
い
参
加
率
を
示
し

て
い
る
国
も
多
い
。
こ
れ
は
成
人
教
育
制
度

に
お
い
て
、
失
業
者
に
対
す
る
手
厚
い
学
習

機
会
を
提
供
し
て
い
る
国
が
多
い
と
い
う
理

由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
実
際
、
同
報
告
書

で
も
同
様
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

２　

要
因
の
整
理
と
因
果
関
係

　

こ
う
し
た
結
果
か
ら
、
高
学
歴
者
ほ
ど
学

習
機
会
へ
の
参
加
率
が
高
く
な
る
理
由
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
仮
説
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、﹁
高
学
歴
者
ほ
ど
学
習
意
欲
が
高
い
﹂、

図４　企業規模別に見た学習への参加率
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﹁
高
学
歴
者
ほ
ど
学
習
方
法
（
メ
タ
学
習
）
の
技
能
が
豊
か
﹂、﹁
高

学
歴
者
ほ
ど
学
習
機
会
を
含
む
情
報
収
集
な
ど
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が

高
い
﹂、﹁
高
学
歴
者
ほ
ど
知
的
職
業
・
大
企
業
へ
の
就
業
率
が
高

い
﹂、﹁
高
学
歴
者
ほ
ど
人
間
関
係
な
ど
社
会
関
係
資
本
が
豊
か
﹂、

﹁
高
学
歴
者
ほ
ど
大
都
市
へ
の
就
職
な
ど
文
化
的
資
産
が
豊
か
﹂

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
学
歴
と
い
う

一
つ
の
要
因
に
は
多
様
な
要
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、

高
い
学
歴
を
得
る
過
程
で
習
得
さ
れ
る
意
欲
や
知
識
・
技
能
と
い

っ
た
個
人
的
な
能
力
と
、
特
定
の
学
歴
の
結
果
得
ら
れ
る
恵
ま
れ

た
職
場
や
人
間
関
係
な
ど
の
社
会
資
本
や
文
化
資
本
と
い
っ
た
も

の
の
効
果
は
区
別
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
マ
レ
ー
は
、
学
歴
と
い
う
変
数
に
よ
る

分
析
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

　
﹁
今
で
も
ほ
と
ん
ど
の
分
析
で
は
、
人
的
資
本
や
技
能
の
代
替

変
数
と
し
て
学
歴
の
測
定
に
頼
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
個
人
は
学

歴
が
示
す
よ
り
以
上
の
（
あ
る
い
は
以
下
の
）
技
能
を
も
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
手
法
は
、
統
計
的
用
語
で
い
う

代
替
変
数
と
し
て
も
あ
ま
り
に
貧
弱
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
﹂
で

あ
る
（
ラ
イ
チ
ェ
ン
他
、
一
五
八
頁
）。
つ
ま
り
、
資
格
の
よ
う
な

性
格
を
も
つ
学
歴
と
い
う
変
数
よ
り
も
直
接
的
に
個
人
の
学
習
能

力
を
測
定
す
る
方
が
科
学
的
、
政
策
的
に
意
義
が
あ
る
調
査
研
究

を
行
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、﹁
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
デ
ー
タ

の
分
析
に
よ
る
と
、
学
歴
の
尺
度
は
、（
就
学
前
の
経
験
、
初
等
・

中
等
・
高
等
教
育
レ
ベ
ル
と
い
う
質
の
差
に
よ
る
）
青
年
期
に
獲
得

し
た
技
能
の
程
度
の
差
異
や
、（
技
能
の
習
得
お
よ
び
喪
失
の
プ
ロ

セ
ス
を
通
し
て
）
成
年
期
に
獲
得
し
た
技
能
の
程
度
の
差
異
に
起

因
す
る
技
能
の
大
き
な
差
を
と
ら
え
て
い
な
い
﹂（
同
前
）
か
ら
で

あ
る
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
国
際
数
学
・
理
科
教
育
動
向
調
査

（T
rends in International M

athem
atics and Science Study 2: 

略
称
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）
の
デ
ー
タ
は
教
育
の
成
果
に
つ
い
て
、
先
進

国
の
同
質
集
団
内
で
も
平
均
得
点
や
得
点
分
布
に
大
き
な
差
異
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
決
し
て
同
じ
学
歴
だ
か
ら
同

じ
よ
う
な
リ
テ
ラ
シ
ー
の
程
度
や
知
識
・
技
能
を
持
つ
と
は
限
ら

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、﹁
人
的
資
本
の
代
替
変

数
と
し
て
学
歴
を
使
用
し
た
ど
ん
な
分
析
も
、
偏
っ
た
評
価
を
生

み
、
技
能
が
賃
金
に
与
え
る
経
済
的
効
果
を
過
小
評
価
す
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
﹂（
同
前
）。

　

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
デ
ー
タ
分
析
は
、
各
国
間
で
技
能
に
よ
る
相
対
的

な
経
済
効
果
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

こ
で
、
マ
レ
ー
は
、
格
差
が
生
じ
る
プ
ロ
セ
ス
を
三
つ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
学
校
に
よ
る
選
抜

（
成
績
証
明
書
が
供
給
過
剰
な
技
能
の
選
抜
装
置
と
し
て
機
能
す
る
）、

②
高
水
準
の
技
能
を
持
っ
た
労
働
者
の
よ
り
高
い
昇
進
率
、
①
②
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（
正
の
影
響
）
に
加
え
て
、
③
よ
り
低
い
技
術
水
準
の
被
雇
用
者
の

高
い
解
雇
率
（
負
の
影
響
）
が
働
く
か
ら
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、筆
者
は
、こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
加
え
て
、キ
ー
・

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
人
間
の
根
源
的
特
性
や
能
力
、
そ
し
て

親
か
ら
の
遺
産
や
個
別
の
能
力
差
を
配
慮
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な

要
因
を
学
歴
の
効
果
や
そ
の
マ
タ
イ
効
果
に
及
ぼ
す
要
因
と
し
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

１
．
個
人
が
持
つ
資
産
や
資
源
・
資
本

　
（
１
）
先
天
的
才
能
や
性
格

　
（
２
）
後
天
的
才
能
や
性
格
、
生
活
習
慣

　
（
３
）
家
族
か
ら
継
承
し
た
資
産

　
（
４
）
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
や
リ
テ
ラ
シ
ー

　
（
５
）
専
門
的
な
知
識
・
技
能
や
特
定
の
リ
テ
ラ
シ
ー

　
（
６
）
学
歴
（
学
校
歴
）
や
卒
業
後
の
学
習
歴

　
（
７
）
地
域
、
人
間
関
係
な
ど
の
多
様
な
資
本

　

２
．
学
校
段
階
に
お
け
る
社
会
的
選
抜
の
過
程

　
（
８
）
学
校
段
階
ご
と
の
人
材
選
抜
の
過
程

　

３
．
職
業
生
活
に
お
け
る
社
会
的
選
抜
の
過
程

　
（
９
）
高
技
能
労
働
者
の
昇
進

　
（
10
）
低
技
能
労
働
者
の
脱
落

　
（
11
） 

職
業
ご
と
の
リ
テ
ラ
シ
ー
や
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
学

習
機
会

　
（
12
）
企
業
規
模
別
の
学
習
機
会

　

４
．
社
会
的
選
抜
の
過
程

　
（
13
）
性
別
・
世
代
別
・
民
族
別
・
階
層
別
の
学
習
機
会

　
（
14
）
国
別
・
地
域
別
の
成
人
教
育
制
度

　

こ
れ
ら
の
要
因
の
う
ち
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
よ
う
な
学
校
教
育
段
階

で
実
施
さ
れ
る
学
力
調
査
は
、
個
人
の
リ
テ
ラ
シ
ー
や
学
校
で
の

選
抜
過
程
の
一
部
を
説
明
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
人
生
全
体
で
の
マ

タ
イ
効
果
を
考
察
し
、
社
会
的
な
格
差
に
影
響
す
る
要
因
を
明
確

に
す
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
や
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
の
よ
う
な
成
人
段
階

で
の
能
力
調
査
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　

五　

 

成
人
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
調
査
の
必
要
性

　

Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
（
お
よ
び
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
の
特
色
は
、
道
具
の
相
互
作

用
的
な
活
用
と
い
っ
た
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
成
人
学
習
の

国
際
的
評
価
尺
度
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。
道

具
の
相
互
作
用
的
活
用
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
の
文
章

リ
テ
ラ
シ
ー
、
文
書
リ
テ
ラ
シ
ー
、
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
お
よ
び

問
題
解
決
や
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
尺
度
が
含
ま
れ
て
い
る

（
実
際
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
含
ま
れ
る
い
く
つ

か
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
測
定
を
行
っ
て
き
た
）。

　
﹁
こ
れ
ら
の
評
価
の
う
ち
、
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
（
ま
た
そ
の
前
に
実
施
さ
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れ
た
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
需
要
、
過
去
に
測
定

さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
社
会
的
・
経
済
的
意
義
、
そ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
生
活
の
領
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
熟
達
水
準
と
結
び
付

い
た
利
点
や
欠
点
の
大
き
さ
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
調
査

で
あ
る
﹂（
ラ
イ
チ
ェ
ン
他
、
一
六
一
頁
）
と
し
て
、
そ
の
意
義
を

マ
レ
ー
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。特
に
、﹁
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
デ
ー
タ
は
、

学
校
教
育
で
標
準
的
に
習
得
さ
れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
は
一
定
し
て
い

な
い
こ
と
を
実
証
し
た
。
む
し
ろ
、
観
測
さ
れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の

熟
達
度
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
機
能
し
続
け
る
強
力
な
社
会
的
・

経
済
的
力
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
力
は
リ
テ
ラ
シ
ー
を

伸
ば
す
場
合
も
減
ず
る
場
合
も
あ
る
﹂（
同
前
、
一
六
七
頁
）
と
い

う
。

　

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｓ
で
行
わ
れ
た
総
合
的
な
分
析
に
よ
れ
ば
﹁
時
間
と
と

も
に
、
そ
し
て
時
に
技
能
へ
の
経
済
的
・
社
会
的
に
要
求
さ
れ
る

も
の
に
応
じ
て
、
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
が
著
し
く
変
化
し
う

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。D

eSeCo

に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
キ

ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
支
え
る
理
論
は
さ
ら
に
、
成
人
の
評
価

の
必
要
性
、
す
な
わ
ち
多
く
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
成
年
期
に
の

み
発
達
す
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
﹂（
同
前
、
一
五
三
頁
）。

　

学
校
教
育
段
階
終
了
後
か
ら
、
成
人
が
知
識
や
技
能
を
学
ぶ
う

え
で
の
進
歩
や
退
歩
と
い
う
動
的
な
過
程
を
よ
く
理
解
し
、
成
人

学
習
の
機
会
を
支
援
す
る
生
涯
学
習
施
策
を
行
い
、
成
人
学
習
の

格
差
を
是
正
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
も
ま
た
国
際
的
な
調
査

へ
の
参
加
が
是
非
と
も
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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